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まずはじめにまずはじめに……

地震動
構造物（家屋など）

自然地形（斜面など）
被害被害



地震の概要地震の概要

2008年6月14日 8:43
気象庁マグニチュード Mj=7.2
震源は岩手県内陸南部，深さ8km
（気象庁発表）



地震の概要地震の概要

防災科学技術研究所による
発震機構（CMT）解

逆断層型の地殻内地震

気象庁による発震機構（CMT）解



地震の概要地震の概要

本震後１日間の余震の震源分布

北南方向に広がりを持つ断層

西傾斜（？）



地震の概要地震の概要

（引用：産総研活断層研究センター）

地表断層と見られる
地表変状の発生位置

西傾斜の可能性が高い

（引用：岡田・松澤・海野）



地震の概要地震の概要

震度６強
岩手県奥州市衣川区
宮城県栗原市一迫

奥州市衣川区（６強）

栗原市一迫（６強）



地震動地震動観測点観測点

地震波形を観測した観測点の位置

防災科学技術研究所

K-NET 330点
KiK-net 325点
気象庁 11点

震源断層直上の観測点
KiK-net IWTH25（一関西）



IWTH25IWTH25観測点（加速度）観測点（加速度）

東西成分

南北成分

上下成分

KiK-net IWTH25

最大加速度3866cm/s2

（上下動）
水平動 < 上下動



IWTH25IWTH25観測点（速度）観測点（速度）

東西成分

南北成分

上下成分

速度は100cm/s 弱
→ 過去の記録と比較
して議論する必要が
ある

KiK-net IWTH25



IWTH25IWTH25観測点（変位）観測点（変位）

（引用：青井）

変位は上方向1.4m

KiK-net IWTH25



IWTH25IWTH25観測点（変位）観測点（変位）

（引用：国土地理院）

地殻変動と
等しいオーダー

変位は上方向1.4m



上盤側と下盤側の上盤側と下盤側の変位変位

50cm

1cm

EW

NS

UD

45cm

27cm

127cm

EW

NS

UD

KiK-net IWTH25

KiK-net IWTH26

（引用：山田）



過去の記録との比較過去の記録との比較

KiK-net IWTH25（一関西）

K-NET MYG005（鳴子）

KiK-net IWTH26（一関東）



過去の記録との比較過去の記録との比較

震源断層に近い３観測点の速度波形

（IWTH25，IWTH26，MYG005）



過去の記録との比較過去の記録との比較

震源断層に近い３観測点のpSv
（IWTH25，IWTH26，MYG005）

短周期側が
比較的大きい



予想される被害形態予想される被害形態

斜面の（簡易な）応答を考慮して
計算すると，斜面災害は能登半島地震のISK006
（富来）より発生しやすい可能性がある

片側必要強度スペクトル

斜面の固有周期

10cmの残留変位に
必要な水平震度



予想される被害形態予想される被害形態

（引用：林・森井）

木造住宅の（簡易な）応答を考慮して
計算すると，家屋被害は過去の被害地震よりも少
なめか

交点の位置が右上ほど
応答が大きいことを示す

応答大

応答小



擬似速度応答のピーク値擬似速度応答のピーク値
擬似速度応答スペクトルの
ピーク周期・ピーク値分布

傾向として
岩手県側：短周期寄り
宮城県側：長周期寄り

震源の影響？
地盤構造の影響？



滑りの大きな領域
（アスペリティ）が
震源からみて南側の
浅い領域に，共通し
て推定されている

震源過程震源過程

（引用：鈴木・青井・関口）

（引用：堀川）

（引用：山中）

（引用：引間）

（引用：八木・西村）

（引用：野津）



震源の影響震源の影響

共通して見られる滑りの大きな領域
（アスペリティ）は震源からみて南側
の浅い領域に位置する

震源の南側は
指向性の効く方向



地震動指標の分布は，地盤の増幅を考慮
して補間すると震源より南側で大きくなる

地盤構造の影響地盤構造の影響

（引用：松岡）

最大速度分布

（引用：気象庁）

推計震度分布



地盤構造の影響地盤構造の影響

地盤の増幅を考慮して面的に補間した地震動指
標の分布では，面的にも震源より南側で指標値
が大きくなることがわかる

（引用：気象庁）

2005年宮城県沖の地震

推計震度分布

（引用：気象庁）



調査行程調査行程
日程：6/14 - 6/16

メンバー：後藤浩之，山田真澄（京大防災研），福島康宏（日本技術開発）

一関(IWT010)

水沢(IWT011)

衣川

胆沢

栗駒

荒砥沢ダム

胆沢ダム

矢櫃ダム

築館(MYG006)

鬼首(MYG004)

一迫
15日

16日
古川(MYG005)



奥州市衣川の震度奥州市衣川の震度

奥州市衣川区（６強）

震度６強を観測した奥州市衣川は震源よ
りやや北寄りに位置するが？？

奥州市衣川の震度計



震度計が法肩に位置しているため，
周囲の地震動よりも過大な観測値が得られ
た可能性が考えられる

奥州市衣川の震度観測点奥州市衣川の震度観測点

震度計位置

奥州市衣川

微動の観測箇所

（引用：片岡・山本）



奥州市衣川の震度観測点奥州市衣川の震度観測点

支所玄関脇位置に対する震度計位置の
応答関数とスペクトル比

（引用：片岡・山本）

応答関数

スペクトル比



震動の卓越方向震動の卓越方向

栗駒・築館地域では，南北方向の震動を感じたと証
言している．
一方で，墓石・灯篭の転倒は東西方向に偏ってい
る． （引用：盛川・市村）



震動の卓越方向震動の卓越方向

しかし，観測波形全体の
水平動粒子軌跡を描くと，
卓越方向に傾向が見えに
くい

栗駒・築館地域では，南北方向の震動を感じたと証
言している．
一方で，墓石・灯篭の転倒は東西方向に偏ってい
る． （引用：盛川・市村）



震動の卓越方向震動の卓越方向

震動方向の時間変化と時間周波数特性が
原因か？

→　関連性については検討が必要

東

北

東

北



鳴子の特徴的な地震動鳴子の特徴的な地震動

K-NET MYG005（鳴子）

大崎市鳴子の観測点（MYG005）では，
　擬似速度応答スペクトルのピーク周期：２．３秒

　ピーク値：254cm/s

が観測されている



鳴子の特徴的な地震動鳴子の特徴的な地震動
水平動/上下動のスペクトルをみると
MYG005では余震と本震で共に3秒
付近が卓越する

以前より指摘されている

0.3Hz（~3秒）に卓越周期を
有するサイト特性と調和的

（佐藤・他，1998）

深い地盤構造の影響？



鳴子の特徴的な地震動鳴子の特徴的な地震動

鬼首地区の墓石の転倒・ずれ・回転が著しく少
ないことは，卓越周期に関係しているのではな
いか？



報告のまとめ報告のまとめ

謝辞
本報告において防災科学技術研究所の記録，及び気象庁の記録を使用させていた
だきました．ここに謝意を表します．

広域的な特徴広域的な特徴
• 震源直上で強い上下動の強震記録が得られた
• 最大速度値は過去の被害地震のおよそ半分
• 短周期成分は2007年能登半島地震（ISK006）よりも大きい
• 震源より南側（宮城県側）では震源と地盤構造の影響が複合的に働いたために，地震
動が相対的に大きくなったと考えられる

局所的局所的な特徴な特徴
• 震度６強を観測した奥州市衣川は，震度計の設置状況の問題で周囲の地震動よりも
過大な観測値である可能性が考えられる
• 栗駒・築館地域の墓石・燈篭の転倒は東西方向に偏るが，観測記録の水平動粒子軌
跡からは原因の確認が難しい．今後検討を進める
• MYG005（鳴子）観測点の記録にみられる２～３秒の卓越周期は，従来評価されてい
たサイト特性と調和的であるため，深い地盤構造の影響が考えられる




